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近
年
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
福
知
山
線
列
車
事
故
な
ど
、
大
規
模
な

災
害
が
多
発
し
、
ま
た
、
テ
ロ
へ
の
警
戒

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
国
的
な

救
助
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
特
別
高

度
救
助
隊
が
東
京
消
防
庁
お
よ
び
政
令
市

消
防
本
部
（
全
国
十
五
消
防
本
部
）
に
、

高
度
救
助
隊
が
中
核
市
お
よ
び
政
令
市
・

中
核
市
を
有
し
な
い
県
の
代
表
消
防
本
部
（
全

国
五
十
消
防
本
部
）
に
創
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
中
核
市
で
あ
る
川
越
市
を
管
内
に
持
つ

当
組
合
で
は
、
昨
年
十
月
一
日
に
川
越
中

央
消
防
署
に
高
度
救
助
隊
を
配
備
し
ま
し
た
。

　
高
度
救
助
隊
は
、
今
ま
で
の
救
助
隊
と

は
一
線
を
画
し
、
人
命
救
助
や
災
害
対
策

に
つ
い
て
の
特
別
な
教
育
を
受
け
た
隊
員

五
人
以
上
で
編
成
さ
れ
、
大
規
模
災
害
や

テ
ロ
災
害
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
資
機
材

を
備
え
て
い
ま
す
。

　
知
識
と
技
術
の
向
上
に
努
め
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　＊
四
ペ
ー
ジ
で
高
度
救
助
隊
が
運
用
す
る

救
助
工
作
車
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　平成18年10月１日、川越地区消防組合
に高度救助隊が誕生しました。

高度救助隊、誕生！

春季全国火災予防運動
３月１日（木）～７日（水）



消防だより2007.2月号

ー２ー

火事・救急・救助は119番
ー３ー

火事・救急・救助は119番

「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。」

③ 

ど
こ
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
の
？

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
、
防
災
設
備
な
ど

の
取
扱
店
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、

日
本
消
防
検
定
協
会
の
「
鑑
定

マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

製
品
を
購
入
す
る
際
の
目
安
と

し
て
く
だ
さ
い
。

④
い
く
ら
す
る
の
？

　
価
格
は
、
メ
ー
カ
ー
や
種
類
、
電
池
の
寿
命
な
ど
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
る
も
の
で
、
一
個
四
千
円
か
ら
一
万
円

く
ら
い
で
す
。

⑤
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談
・
質
問
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
＝
０
１

２
０
‐
５
６
５
‐
９
１
１
）
。
ま
た
は
、
近
く
の
消
防

署
や
消
防
局
予
防
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

消
防
局
予
防
課
・
�
２
２
２
‐
０
７
４
４

　
昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、
当
組
合
は
川
越
運

動
公
園
で
、
特
殊
災
害
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
テ
ロ
災
害
や
大
規
模
災
害
な

ど
に
お
け
る
各
機
関
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
川
越
市
・
運
動
公
園

関
係
機
関
・
警
察
・
医
療
機
関
・
防
災
航
空
隊
、

そ
し
て
昨
年
誕
生
し
た
『
埼
玉
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
』（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
場
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦
中
の
観
客
の
け
ん

か
が
原
因
で
、
多
数
の
け
が
人
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
緊
張
感
の
中
、
参
加
者

ど
う
し
は
迅
速
で
確
実
な
連
携
で
本
番
さ
な
が

ら
の
救
助
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
多
様
化
す
る
特
殊
災
害
な
ど
に
備

え
、
各
機
関
と
協
力
し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

特
殊
災
害
対
応
合
同
訓
練

住宅用火災警報器を設置しましょう

　
平
成
十
五
年
に
千
人
を
超
え
た
住
宅
火
災
の
死

者
数
は
、
同
十
七
年
に
は
千
二
百
二
十
人
と
、
昭

和
五
十
四
年
以
降
最
悪
の
死
者
数
を
記
録
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
57
パ
ー
セ
ン
ト
は
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
就
寝
時
間
帯
の
死
者
数
が
多
く
、
よ
り

早
い
火
災
の
発
見
が
、
死
者
の
減
少
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
死
者
を
減
ら
す
た
め
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
Ａ
さ
ん
は
、
就
寝
前
に
た
ば
こ

を
吸
い
、
確
実
に
消
さ
ず
に
就
寝

し
て
し
ま
っ
た
。
四
時
間
半
後
、

座
布
団
に
落
ち
た
た
ば
こ
が
原
因

で
、
火
災
が
発
生
。
熱
気
と
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
に
よ
り

火
災
に
気
づ
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
枕

も
と
に
置
い
て
あ
っ
た
や
か
ん
の

水
で
消
火
し
た
。

　
二
階
寝
室
で
就
寝
し
て
い
た
Ｂ
さ

ん
は
、
一
階
の
祖
母
の
部
屋
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
に
気
づ
き
、

寝
室
を
出
る
と
、
煙
が
た
だ
よ
っ
て

い
た
。
仏
壇
か
ら
炎
が
上
が
っ
て
い

る
の
を
発
見
し
た
Ｂ
さ
ん
は
、
台
所

に
あ
っ
た
バ
ケ
ツ
と
炊
飯
器
の
鍋
で

水
を
か
け
て
消
火
し
、
一
一
九
番
通

報
を
し
た
。
Ｂ
さ
ん
の
妻
は
、
子
ど

も
と
祖
母
を
避
難
さ
せ
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
、
火
災
に
な
ら
な
か
っ
た
事
例

教えて！
住宅用火災警報器

① 

ど
こ
に
取
り
付
け
た
ら
い
い
の
？

　
１
　
寝
室
（
ふ
だ
ん
就
寝
し
て
い
る
部
屋
の

　
　
こ
と
で
、
来
客
が
就
寝
す
る
よ
う
な
部
屋

　
　
は
除
き
ま
す
）

　
２
　
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
踊
り
場
（
た

　
　
だ
し
、
避
難
階
は
除
き
ま
す
）

　
※
　
避
難
階
と
は
、
一
階
な
ど
容
易
に
避
難

　
　
で
き
る
階
を
言
い
ま
す
。

　
な
お
、
三
階
建
住
宅
な
ど
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
近
く
の
消
防
署
や
消
防
局
予
防
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

② 

い
つ
ま
で
に
付
け
れ
ば
い
い
の
？

　
１
　
新
築
住
宅
…
平
成
十
八
年
六
月
一
日
か

　
　
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

　
２
　
既
存
住
宅
…
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
増
加
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
無
理
強
い
販
売
や
市
場
価
格
を
超
え
る
高
額
な

価
格
に
よ
る
販
売
を
行
う
業
者
に
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
対
象
で
す
）
。

鑑定マーク

☆
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
☆

けが人救出の様子

■時間帯別の火災による死者の発生状況
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一
日
か

　
　
ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

　
２
　
既
存
住
宅
…
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
増
加
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
無
理
強
い
販
売
や
市
場
価
格
を
超
え
る
高
額
な

価
格
に
よ
る
販
売
を
行
う
業
者
に
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
の
対
象
で
す
）
。

鑑定マーク

☆
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
☆

けが人救出の様子

■時間帯別の火災による死者の発生状況
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＊平成17年総務省消防庁資料より（時刻不明死者および放火自殺者を除く）

（時刻）

（
人
）

就寝時間帯の
死者数が多い

事

例

１

事

例

２
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「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」「 消さないで　あなたの心の　注意の火。 」

火事・救急・救助は119番

□発行／川越地区消防局　総務課
　　　〒350-0823川越市神明町48-4　☎ 049-222-0700
　　　http://www.119kawagoechiku.jp/
消防テレホンサービス／☎ 223-0700 
　　　　　　　　　＊かけまちがいにご注意ください。

県支出金
　5,684,000円（0.1％）
組合債
　122,400,000円（2.8％）
繰越金
　115,896,357円（2.7％）
諸収入
　19,844,800円（0.5％）
使用料および手数料
　4,608,882円（0.1％）
財産収入
　1,195,880円（0.0％）

　
消
防
行
政
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
主
な
財
源
は
、
組
合
を

構
成
す
る
川
越
市
と
川
島
町
か
ら
の
負
担
金
で
す
。

【
負
担
金
】

負担金
　4,038,284,317円
　　　　　　（93.7％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）
　4,098,191円（0.1％）
総務費（特別職・公平委員・監査委員の報酬等の経費）
　3,057,025円（0.1％）
公債費（長期債の元金および利子）
　181,968,260円（4.4％）

消防費（常備消防・救急等に必要な経費、消防施設の建設費など）
　3,977,788,280円（95.4％）

平成17年度決算額
歳入　43億791万4,236円

歳出　41億6,691万1,756円

2007.2
第６号

消防の数字？ 145,031件
さて何の件数でしょう？
　これは平成17年中の消防テレホンサービス利用件
数です。消防テレホンサービス（223-0700）では、
川越市と川島町の災害情報をお知らせしています。
　川越市と川島町の全世帯が１年に１回はテレホン
ガイドを利用したことになります。

平
成
十
七
年
度
決
算

歳入

歳出

【所有台数】１台
【配置署所】
　川越中央消防署

消
防
車
両
紹
介
シ
リ
ー
ズ
④

救
助
工
作
車
　
Ⅲ
型

　
こ
れ
は
、
ウ
イ
ン
チ
や
ク
レ
ー
ン
、
昇
降
式
照
明
装

置
を
装
備
し
、
多
く
の
救
助
資
機
材
を
積
載
し
た
救
助

活
動
専
用
の
消
防
車
両
で
す
。

　
交
通
事
故
車
両
か
ら
の
け
が
人
の
救
出
や
、
火
災
現

場
で
逃
げ
遅
れ
た
人
の
捜
索
・
救
出
な
ど
、
高
度
で
特

別
な
資
機
材
を
必
要
と
す
る
任
務
に
当
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
度
救
助
隊
の
み
が
使
用
す
る
特
殊
な
資
機

材
（
画
像
探
索
機
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
、
地
中
音
響
探
知
機
、

熱
画
像
直
視
装
置
、
夜
間
用
暗
視
装
置
、
地
震
警
報
器

の
六
種
類
）
を
積
載
し
、
救
助
隊
員
が
乗
車
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
活
動
は
、
当
消
防
組
合
管
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
被
災
地
へ
出
動
し
、
救
助

活
動
に
当
た
り
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
に
発
生
し

た
新
潟
県
集
中
豪
雨
災
害

や
中
越
地
震
に
も
出
動
し

ま
し
た
。

救助工作車Ⅲ型

高度救助隊が使用する資機材

※比率（％）の合計は端数処理の関係で必ずしも100％にはなりません。


